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結 核 菌 に よ る1一 チ ロ ジ ン の 分 解
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大阪阿武山赤十字病院研究室(院 長 矢野精太郎博士)

白 井 裕

(昭和29年7月12日 受 付)

鳥型結核菌 に よりr一チ ロジンか らチ ロゾール及 びパラー

オキシフエニール酪酸が形成 され る等tチRジ ンの分解

及び分解機転 について報告 してきたが今回は鳥型菌 以外

の人及び牛型菌並び に非病原性抗酸性菌に よる ムチロジ

ンの分解 について報告 する◎

実 験 方 法

第1報 功 と全 く同 じである。

第1章 人型菌 によるt一チ ロジ ンの分解

第1節 有毒入型 菌による実験

菌株:保 存株5株 と当院 入院結核患者喀疫 よ り分離 し

た3株 である◎保存株5株 の中H37Rv株,H2株,青

山B株,高 垣株 は大阪 竹尾結核研究所 よ り,F株 は京都

大学結核研究所 よ り分譲を受けた ものであ る。当院患者

喀葵 よ り分離 した3株 は皆 ス トレプ トマイシン10甥9/`6

耐性,イ ソニコチ ン酸 ヒドラジッ ド1Y/`6耐 性 の菌 であ

る。

これ ら8株 の中前4株 は発育 は良好 であっ て該 ソ・一ト

ン変法培地では30日 目頃 より旺盛 な発育 を示 し沈下す

ることな く表層に厚い菌膜 を作 った が後4株 はきわめて

発育が悪かった◎

実 験 成 績

第1表 に示す ように60日 ～130日 間培養 したのは鳥型

菌 のよ うに充分発育 さすには少な くとも2カ 月を要 し1

カ月ではやっ と発育 を開始 したか と思われ る程度である

か らであ る。

それで もなお1一チ ロジンの分解能力 は乏 しく多最のチ

ロジンを残存 していた◎

チRゾ ール分割 にはいずれ の菌株 で も ミRン 氏反応陽

性の油状 分のみ しか得 られなか ったが これを少量のエ ー

テルに溶か して濾 過 しエーテルを駆逐 して冷却す るとご

く微量であ るが美 しい針状結 晶を得た。 これ を陶土板で

油状分を去 って融 点測定 をす るとチロ ゾールの融点91。

Cに 近 く比較的鋭敏 に融けた。 これ を クロマ トにかけ る

とチロ ゾ.,.ルによく一致 した◎

酸分割は大体 ミロン氏反応 は陰性 であったがH,株90

日培養実験 と 株実験では陽性 で クロツ トでパラ ーオ

キ シフエニール酪酸に一致す るスポ ッ トを得た。

ア ミン分詞はいずれ も ミロン氏反応 陰性 であ り,クP

マ トで も何 のスポッ トも得なかった◎

第1表 人 型 菌 に よ る1一チ ロ ジ ンの分 解
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第2節Mycobacteriumtuberculosis

No.607に よる実験

菌株は武田薬品醗 酵化学研 究所 よ り分譲を受 けた もの

である◎ この菌は人型菌か ど うかについて意見 があるが

これ に関 しWalterC・Tobie15)の 報告 を参考 として以

下述べ る。該菌をなん らの顧 慮 もな く無毒人理窟 として

報告 してい る人が多いが1932年HastingsandMcCar-

terは 普通 の結核菌が生 えぬ普通寒天に も生 えその発育

は急速 であって無毒であ りさらに この菌 の由来 について

明確 でないことよ り雑菌ではないか と疑問 を持っていた。

またYoumansは この菌 を単 に無毒 で急速 に発育する

抗酸性菌 と して慎重 に報告 している。 また この菌は普通

の有毒人型噛 に比 べて遙 かに少 ない量 のズル ファ ミン,

ズル フアチアゾール,ズ ル フアダイアジンで発育が阻害

され,又 ペ ニシ リンに対す る態度 において もかな り性質

が異なる よ うである。以上の諸 点からWalterC.Tobie

はこの菌はその由来 は人型結核菌か ら出発 したか も知れ

ぬが継代培養の途 中で変異を来 した と考 えその性質か ら
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実験に用い る時は雑 菌 として取 り扱 うぺ きである と云つ

ている｡し か し本章では一応人型菌 と関連 して取 り扱つ

て置 く｡

実 験 成 績

実 験110日 間培養成績

鳥型菌 とほ とん ど同程度 の速 さで発育 したが10日 培

養では19の1一 チロジンを用 いてO.259の1一 チ ロジン

を残存す る｡

チロ ゾール分劃には融点測定 もで きぬ微 燈の結 晶を得

たが ミロン氏反応陽性 であつたので クロマ トにか けると

チロゾールに一致 した｡酸 及 びア ミン分劃にはなんらの

結晶も得ず ミロン氏反応 も陰性の油状分のみであつた◎

実 験220日 間培 養成績

発育は同 じ く良好 で20日 間で沈 下 しかけていた｡そ

して用いた19の1一 チロジンは全部消費 されていた｡

チロゾール分劃 に針状結晶を得 たので陶土板 で油状分

を去 るとO.19で 融点86｡～89｡C(補 正な し)で あつた｡

勿論 ミロン氏反応陽性 であつたので これを石油 工一テル

で再結 晶する とO.04gの 純 チロ ゾールを得 た｡

酸分劃 に もミロン氏反応陽性の油状分 を得 たのでこれ

をクロマ トにか けパラ ーオキシブエ ニール酷酸 に一致す

ることを知つ た｡

ア ミン分劃 は ミロン氏反応陰性 の油状分 のみでクロマ

トで も何 のスポツ トも得なかつた｡

小 括 及 び 考 按

1)5種 の保存株有毒人型菌で は高垣株を 除 い て は

(高垣株で も恐 ら く微量の結晶は得 られた と思われるが)

いずれ も微量ではあるがチ ロゾールの結晶を得たが患者

喀疫 よ り分離 したス トレプ トマイシン耐性(依 存株de-

pe謡mtと 云え る)の3株 では発育 はきおめて悪 いため

かチロゾールは結晶 として得 られ なかつた｡

しか し8株11実 験 とも1一チnジ ンの分解能力 は乏 し

いがすべてチ ロゾールが クロマ トで証 明され てい る｡1一

チロジンを含 まぬ対照実験(H37株 による)で は勿論 ク

ロマ トで も何等認むべ きスポツ トを得ていない｡

酸分劃には2株 か ら クロマ トでパ ラ ーオ キシフエ=一一

ル酷酸のスポ ッ トを得た｡

2)一 般 に無毒人型菌 と云われているN・.607株 で

は10日 間培養でなお ムチmジ ンは残存 してい るが20

日間培養では全部分解 され10%の 粗チ ロゾール(4%

の純 チロゾール)を 得た｡又 酸分劃に も20日 培養でバ

ラー才キシフエニール酷酸 をクロマ トで証 明 した｡

第2章 牛型菌 による1一チ ロジンの分解

一般に牛型菌 は人型菌 よ りなお発育 は緩慢 であ るから

培養期聞はやは り60日 乃至100日 とした｡

菌 株:三 輪株 ・有 馬株｡竹 尾株 の3株 で大阪竹尾

結核研究所 よ り分譲 を受 けた ものであつて前記 ソー トン

変法培地 での発育状態 は有馬株が最 も良 く鳥型菌程 の厚

い菌膜 を40日 目頃 に作 るが,三 輪株 を充分発育 さす に

は100日 を要 し,竹 尾株 は初め発育が良いが30日 目頃

より全 く増殖 しなかつた｡

実 験 成 績

第2表 に綜据する ように牛型菌は1一チロジンの分解能

力に乏 しく,多量 のチ ロジンを残存するが,チ ロゾール分

劃 のみは強 くミロン氏反応陽性 でクロマ トでチ ロゾール

に一致す る油状 分を得 た｡そ こでこれを少量 のエーテル

に溶 か して濾過 しエ ーテルを駆逐 して冷却 してみた｡す

る と最 も発育の よい有馬株 のチ ウゾール分劃か らは美 し

い微 量の針状結晶を得 たので陶土板で油状分 を 去 る と

2.7mgで 融点88｡～89｡C(補 正な し)であつた｡チ ロゾ

ール結 晶であろ う｡酸 及 びア ミン分劃は ミロン氏反応陰

性で クロマ トでも何等 認むべきスポッ トを見なかつた｡

第2表 牛型菌 に よる1一チ ロジンの分解

菌 捌 三釧 論 株瞬 株i竹尾株

供 試チ ロジ ン

培養 日数

培養 濾液pH

乾燥菌量

チ ロゾーノレ

酸性分解物

ア ミン

残存 チロジン

g

帽

哩■

8

2.09

⑫

0

0

0.79

19

100日

6.4

3｡89

⑫

0

0

0.79

ぎ
1.25gi
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6.4

8.59

2.7mg

O

0

0.99

19

80日

5.4

2.39

◎

0

0

0.959

⑲ とは クロマ トで のみ証明 きれた もの

小 括 及 び 考 按

有馬株の ごとく鳥型菌程の良好 な発育 を示 して も,ま

た100日 間 も培養 して も1一チロジンの分解能力は きわめ

て乏 しい｡し か し確かに僅 かであるが分解 され,有 馬株

の ごとくきわめて微量ではあるが チロ ゾールの結 晶を得,

いず れの株か らもクロマ トでチロ ゾールを証 明 した｡し

か し酸や ア ミンはなん ら証 明され なかつた｡

第3章 非病原性抗酸性菌 による

ムチ ロジンの分解

実 験1ス メ グマ菌 による実験

菌 株:武 田薬 晶醸酵化学研究所 よ り分譲 を受 け

た ものでMycobacteriumsmegmatis(Treuisan)で

あ り赤燈色 の色素 を産生す る抗酸 性菌 である｡発 育 は固

形培地(小 川培地)で は鳥型菌 に類似 して よい◇

実験成績:前 記 ソー トン変法培地 では鳥型菌程 良好

ではないが比較的発育 は早 く20日 間で全面 にやや厚い

菌膜 を作つ たので30日 間培養で取 り出 した｡乾 燥菌量

斎ま2.79で 培養濾液pHは5.6で あつた｡1一チロジン19

を用いたがほ とん ど分解 されず0.959も 残存 していた｡

チ ロゾール,酸,ア ミン各分劃 とも結 晶は得 られず,ミ

ロン氏反応陰性 でクロマ ト上に も何 のスポッ トも得な か

つたo
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実 験2チ モテー菌に よる実験

菌 株:大 阪微生物研究所 よ り分譲を受けたもの

であつて発育 はきわめて よい｡

実験成績:前 記 ソー トン変法培地で も発育はきわめ

て良いが鳥型薦 よ りは少 しく劣 るよ うであつたので30

日問培養 で贈卵器 よ り出 した｡乾 燥菌量 は6.4gで あ

つて培養濾液pHは5.0と なつていた｡19の1一 チロ

ジンを用いてO.25gを 残存 していたe

しか しチロゾール,酸,ア ミン各分劃 とも結 晶は得 ら

れず ミロン氏反応陰性 の油状分のみであつてなんらの分

解物 も証 明で きなかつ た｡

小 括 及 び 考 按

序言 にも前述 したが ワール プル グ氏検圧計での成績16)

では非病原性抗酸性菌 は ムチ ロジンを分解す ると云われ

ている｡著 者の実験でチモテー菌は1一チロジンを分解す

るよ うであるが スメグマ菌 は分解 した と して も微量 であ

ろう｡又 分解物 としてチ ロゾール,酸 性分解物 も証 明で

きなかつた◎す なわちチ ロゾール形成は抗酸 性蔚 般 の

通性ではない よ うである｡

本 編 の 綜 括

人型及 び牛型結核菌 によつては1一チ ロジンは分解 され

ない といわれているが著者 の実験 で これ ら菌 も鳥型菌 に

比べて1一チロジンの分解能力 は乏 しいが確 かにその一部

は分解 され,分 解産物 として微最 のチ ロゾール結 晶を得

た｡

クロマ トでは一 部にパ ラ ーオキ シフエニール酷酸 も証

明 して量的 には比較 にな らぬ程微量 であるが鳥型菌 の場

合 に似てい る｡

MycobacteriumtuberculosisN{,・CO7で は,鳥 型菌

に匹敵す る程多量 のチ ロゾールが得 られ人型菌 の性質か

らこの点異 なるが スメグマ菌の実験成績 の ようになん ら

の分解物 も得 られ なかつた性質 とも全 く異 なる◎

(文 献.末 章 で一括掲蓼す1の

趣一 一22-一 噂




